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脱毛症の大部分を占める男性型脱毛症（AGA）は、これまでに様々な薬剤

や治療法が開発され、クリニックなどで治療が実施されているが、効果が不

十分であり、新たな効果的な治療法が強く望まれています。

そこで我々は、再生医療のアプローチによりAGAに対する根本的な脱毛症

治療技術の構築を目指しています。具体的には、独自の培養法を開発して

ヒト毛乳頭細胞の発毛活性を維持しながら増殖させることを可能としました。

このようにして得たヒト毛乳頭細胞を移植する再生医療は、すでに事業化企

業と契約を締結し、特定認定再生医療等委員会へ臨床試験（第２種）の承認

申請を進めています。また当該培養法でヒト毛乳頭細胞から産生される細胞

外小胞が機能維持のメカニズムであることを明らかにし、これを用いたAGA

の治療についても研究開発に取り組んでいます。
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